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者全員がこのアトラクターに引き込まれ、新たに 1/4 周期を作成するのに、2 日か














































かにした。この現象は、文脈干渉効（Contextual Interference Effect と呼ばれて
いる。学習者自らが練習スケジュールを決定する自己調整練習とブロック練習、ラ
ンダム練習を比較し、自己調整練習は、習得試行においてランダム練習よりも優れ
た成績を示し、保持においては同等の成績であったと報告している。工藤(2000)の
自己調整練習で学習者が採用したスケジュールは、習得試行前半はブロック化さ
れ、後半になるにつれてランダム化されていくというものであったため、習得試行
前半からランダム化させることでより有効的なスケジュールとなることが考えら
れる。これら文脈干渉効果と自己調整の効果の両方を取り入れようとして、筧
(2002)は自己調整練習を行う前に学習者にランダム練習の有効性を説明する説明
調整練習を設定した。しかし、説明調整練習は、習得試行においても保持テストに
おいてもランダム練習と差はみられず、自己調整の効果はみられなかった。これ以
外に、文脈干渉効果と自己調整の効果の両方を取り入れようとした研究は見られな
い。そこで、本研究は、文脈干渉効果と自己調整の効果を取り入れ、習得試行と保
持共にランダム練習よりも有効的なスケジュールを明らかにすることを目的とす
る。
説明調整練習群については、習得試行、保持テスト共にランダム群と比べて成績
を向上させることができなかった。よって、説明調整練習群は習得試行と保持テス
ト共にランダム群よりも優れた成績を示す練習スケジュールではなかった。その要
因は、学習者が自分の状況に応じて練習を選択することよりも、ランダム化させる
ことに意識が向いてしまったため、文脈干渉効果は生じたものの、自己調整の効果
が大きく減少したためと示唆された。
また、各日最初の 2セットをランダム群と同じスケジュールで練習し、最後の 1
セットは対象者自らが練習スケジュールを決定するランダム－自己調整練習群は
習得試行においてランダム練習よりも速く課題を習得することができ、保持テスト
においては、ランダム群よりも優れた成績を示す傾向があった。この結果から、ラ
ンダム－自己調整練習群には文脈干渉効果と自己調整の効果が共に生じており、習
得試行と保持テスト共にランダム群よりも優れたパフォーマンスを示す練習スケ
ジュールとして有効であることが示唆された。
